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≪投稿フォーマット≫ 

投稿者氏名 杉藤素子・森脇正弘 投稿日 2015 年 10 月 14 日 

投稿者所属 東海旅客鉄道株式会社健

康管理センター 

投稿者の職種 産業医・臨床心理士 

対象事業所

の業種 

陸運業  

従業員数 約 260 名

（わかる場合）

平均年齢 歳

カテゴリ（右のうちから、該当する

番号をひとつ記入してください） 

① ストレスチェックの実施 

② ストレスチェック実施後の個人への対応 

③ ストレスチェック実施後の組織への対応 

④ ストレスチェックと関係しない教育研修 

⑤ 復職支援等 

番号 （  ③  ） 

タイトル 明るく活き活きとした職場づくり 

 

対策関係者 （産業保健スタッフ、

専門職、人事労務担当等）の構成 

一般職社員、管理監督者、産業保健スタッフ（産業医、

保健師、臨床心理士） 

対策の対象 対象事業所 A（営業系）所内従業員 

背景とこれ

まで行った

対策、課題 

事業所 A は所属する従業員数が多く、業務量の多さなどから社員のモチベーショ

ンや職場の一体感を維持していくことを課題と感じていた。そこで、新職業性ス

トレス簡易調査票を使用して年代別に課題抽出を実施した。その結果、若年社員

と中堅社員両方においてワークエンゲイジメントの向上、中堅社員において情報

共有や相互理解の向上に課題があることが確認され、それぞれの課題に対して対

策を実施した。 

ワークエンゲイジメントの向上を狙った「表彰制度の改善」や「特命プロジェク

トの立ち上げ」、中堅社員の仕事のやりがい向上を狙った「トレーナー制度の改

善」、情報共有や相互理解の向上を狙った「グループ編成の改善」や「職場内レク

リエーションの実施」を行った。 

対策の目的 メンタルヘルス不調発生予防を含めた、職場活性化（１次予防） 

良質なサービスの提供ができる職場風土の構築 

社員の意欲を向上させ、前向きな明るい職場を作る 
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良かったと

思う点（対策

のポイント）

と今後に向

けた課題点 

・管理職が取組みに積極的に協力をしたこと。 

・対策担当者チームを中心に、職場社員全体を巻き込んでいく対策を意識的に行

ったこと。 

・方針や対策を職場全体に周知するため、広報等を工夫したこと。 

・複数の対策を並行して実施したこと。 

・産業保健スタッフと意見交換を行い、協力して実施したこと。 

・ポジティブな目標を設定し、対策に取り組んだこと。 

・【課題】対策を継続していく仕組みづくり。 

参考資料 新職業性ストレス簡易調査票 

 


